
よくあるご質問にお答えします（Ｑ＆Ａ）

Ｑ１．給付⾦の対象となるのはどんな⽅ですか？

Ａ１．対象となる⽅は、給付⾦の種類ごとに、以下の⽀給要件をすべて満たしている方です。

【⽼齢（補⾜的⽼齢）年⾦⽣活者⽀援給付⾦】

① 65歳以上で、⽼齢基礎年⾦を受けている。

② 請求される⽅の世帯全員の市町村⺠税が⾮課税となっている。

③ 前年の年⾦収⼊額とその他の所得額の合計が 879,300 円以下である。

【障害年⾦⽣活者⽀援給付⾦】

① 障害基礎年⾦を受けている。

② 前年の所得額が「4,621,000 円＋扶養親族の数×38万円※」以下である。

※ 同一生計配偶者のうち 70歳以上の者⼜は⽼⼈扶養親族の場合は 48 万円、特定扶養親族又は 16歳以上 19歳未満の扶養親族

の場合は 63万円。

【遺族年⾦⽣活者⽀援給付⾦】

① 遺族基礎年⾦を受けている。

② 前年の所得額が「4,621,000 円＋扶養親族の数×38万円※」以下である。

※ 同一生計配偶者のうち 70歳以上の者⼜は⽼⼈扶養親族の場合は 48 万円、特定扶養親族又は 16歳以上 19歳未満の扶養親族

の場合は 63万円。

ただし、以下のいずれかの事由に該当した場合は、給付⾦は⽀給されません。

①日本国内に住所がないとき ②年⾦が全額⽀給停⽌のとき ③刑事施設等に拘禁されているとき

Ｑ２．給付⾦は１回だけしか受け取れませんか？

Ａ２．給付⾦は恒久的な制度ですので、支給要件（Q＆A１）を満たしているかぎり、継続して受け取ることができます。

Ｑ３．給付⾦の⾦額はいくらですか？

Ａ３．給付⾦の⾦額は、その種類によって異なり計算⽅法は以下のとおりです。

【⽼齢年⾦（補⾜的⽼齢）⽣活者⽀援給付⾦】



・⽼齢年⾦⽣活者⽀援給付⾦の額は、月額 5,000 円を基準に、保険料納付済期間等に応じて算出され、次の①と②の合計額となり

ます。※１

① 保険料納付済期間に基づく額（⽉額）

＝ 5,000 円 × 保険料納付済期間※２ / 480 月

② 保険料免除期間に基づく額（⽉額）

＝ 10,834 円※３ × 保険料免除期間※２ / 480 月

※１ ⽼齢年⾦⽣活者⽀援給付⾦の⽀給により所得の逆転が⽣じないようにするため、前年の年⾦収⼊額と所得額の合計が

779,300 円を超え 879,300 円以下である方には、①に⼀定割合を乗じた補⾜的⽼齢年⾦⽣活者⽀援給付⾦が⽀給されます。

保険料納付済期間のほか、前年の年⾦収⼊額とその他の所得額の合計によって給付額が変わります。

※２ 給付⾦額の算出のもととなる保険料納付済期間等は、お⼿持ちの年⾦証書や⽀給額変更通知書等でご確認できます。

※３ 保険料全額免除、3/4 免除、1/2 免除期間については 10,834 円（⽼齢基礎年⾦満額（⽉額）の 1/6）、保険料 1/4 免除期

間については 5,417 円（⽼齢基礎年⾦満額（⽉額）の 1/12）となります。

【障害年⾦⽣活者⽀援給付⾦】

・障害等級が２級の方は月額 5,000 円、１級の方は月額 6,250 円となります。

【遺族年⾦⽣活者⽀援給付⾦】

・月額 5,000 円となります。

ただし、２⼈以上の⼦が遺族基礎年⾦を受給している場合は、5,000円を⼦の数で割った⾦額がそれぞれに⽀払われます。

Ｑ４．給付⾦を受け取るためには手続きが必要ですか？

Ａ４．給付⾦を受け取るためには、⽇本年⾦機構へ認定請求の手続きが必要です。

Ｑ５．いつ、どうやって手続きをすればよいのですか？

Ａ５．2019年４⽉１⽇時点で基礎年⾦を受給しているかどうかにより、以下のとおり⼿続きが異なります。

① 2019年４⽉１⽇時点で⽼齢・障害・遺族基礎年⾦を受給している⽅

市町村から所得情報をいただき、給付⾦の⽀給要件（Q＆A１）に該当するかどうかを判定します。判定の結果、支給要件を満た

している方には、2019年９⽉頃に⽇本年⾦機構から給付⾦の請求⼿続きに必要な書類をお送りします。書類が届きましたら、同

封されている請求書に氏名などを記入いただき、返送してください。原則、添付書類は不要です。

ただし、所得情報を確認できないなど、⽇本年⾦機構では支給要件（Q＆A１）を満たしているかどうかを判定できない方もいら



っしゃいます。その方々には、給付⾦のご案内と請求書をお送りし、請求書を提出いただいた後、⽇本年⾦機構において給付⾦の

支給要件に該当するかどうかを判定します。

② 2019年４⽉２⽇以降に⽼齢・障害・遺族基礎年⾦の受給を始める方

年⾦の裁定請求⼿続きを⾏う際に、あわせて給付⾦の認定請求の手続きを⾏ってください。原則、添付書類は不要です。

なお、2019年４⽉２⽇以降に⽼齢基礎年⾦を受給される⽅には、⽼齢基礎年⾦の新規裁定手続きのご案内に、給付⾦の請求書

も同封いたします。⽼齢基礎年⾦の裁定手続きをする際に、請求書を提出してください。

障害基礎年⾦や遺族基礎年⾦を新規で⼿続きされる⽅については、年⾦の裁定手続きをする際に、請求書を提出してください。

Ｑ６．給付⾦の⾦額はいつわかりますか？

Ａ６．2019年４⽉１⽇時点で⽼齢基礎年⾦を受給している⽅で、給付⾦の⽀給要件（Q＆A１）を満たしている場合には、2019年９⽉

頃に送付する給付⾦の請求⼿続きに必要な書類の中に、⾒込額を記載しますので、ご確認ください。

また、2019 年４⽉２⽇以降に⽼齢基礎年⾦の受給を始める方については、給付⾦の請求⼿続きをしていただくと、制度が施⾏さ

れる 10 ⽉以降、⽇本年⾦機構から審査結果の通知が届きます。審査の結果、給付⾦の⽀給対象となる⽅には、通知書の中に⽀給⾦

額も記載しますので、ご確認ください。

なお、いずれの場合も、お支払い月の上旬に、振込額を記載した振込通知書をお送りしますので、ご確認ください。

Ｑ７．振り込みはいつですか？

Ａ７．年⾦と同じく、偶数⽉の中旬に前⽉分までを振り込みます。

例えば、10 月分と 11 月分を 12⽉中旬に振り込みます。年⾦⽣活者⽀援給付⾦制度は 2019 年 10⽉から施⾏されるため、初回

のお支払いは 2019 年 12月中旬となります。

なお、2019 年 12⽉までに請求された場合、制度がはじまる 2019 年 10月分からの支給となります。2020 年１⽉以降に請求が

遅れますと、請求した月の翌月分からの支給となりますので、速やかな請求手続きをお願いします。

Ｑ８．年⾦と⼀緒に振り込まれるのですか？

Ｑ８．年⾦と同じ⼝座、同じ日に、年⾦とは別に振り込みます。（通帳には２つの振り込みが記載されることになります。）

Ｑ９．給付⾦を受け取るためには、毎年、手続きが必要ですか？

Ａ９．給付⾦を受け取っている方で引き続き支給要件（Q＆A１）を満たしている場合、翌年以降のお⼿続きは原則不要です。

ただし、支給要件を満たさなくなったことにより、⼀度給付⾦を受け取れなくなった方が、その後、再び支給要件を満たしたことに

より給付⾦の⽀給を受けようとする場合は、改めて認定請求の手続きが必要となります。



Ｑ１０．夫婦２⼈で暮らしています。２⼈とも給付⾦の⽀給要件を満たしていますが、２⼈とも受け取れるのですか？

Ａ１０．お受け取りいただけます。給付⾦はお⼀⼈おひとりに⽀払われるものです。


